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病院ニュース

「
安
全
で
質
の
高
い
医
療
機
関
」を
証
明

〈
病
院
機
能
評
価V

er.5
.0

〉に
認
定

　

千
葉
大
学
医
学
部
附
属
病
院
は
、

「
社
会
的
に
求
め
ら
れ
て
い
る
安
全

で
質
の
高
い
医
療
を
患
者
に
提
供
す

る
た
め
の
基
本
条
件
」に
関
す
る
日

本
医
療
機
能
評
価
機
構
の
審
査
で
合

格
点
を
獲
得
。
さ
る
４
月
23
日
付
け

で
、
病
院
機
能
評
価（ver.5

.0

）の

「
認
定
証
」を
受
領
し
ま
し
た
。

　

こ
の
審
査
は
、
平
成
15
年
６
月
厚

生
労
働
省
よ
り「
臨
床
研
修
病
院
は
、

日
本
医
療
機
能
評
価
機
構
な
ど
に
よ

る
評
価
を
受
け
、
そ
の
結
果
を
公
表

す
る
よ
う
に
」と
の
指
示
に
基
づ
く

▶特定機能病院にとって、医療ネットワーク構築の重要性
は、いくら強調しても強調し過ぎることはないほど。呼
吸器内科では、患者さんの病態に応じた高度先進医療を実
践することで、生命予後の延長とＱＯＬ（生存の質）の向上
に貢献しているが、具体的には患者さんの紹介、入院、治
療、退院、その後の治療などは、関連医療機関とのネット
ワークのなかで展開されている。
▶ネットワークといっても、その規模は疾患ごとに異な
り、肺高血圧症や肺移植では東日本という広がりを持ち、
肺がん、間質性肺炎、ＣＯＰＤ（慢性閉塞性肺疾患）などで
は千葉県が主体である。
▶このような連携の要点は、退院後どのようにすれば患者
さんや家族のＱＯＬをよく保てるか、また医療機関同士が
必要な情報を共有できるかである。過去に、退院が困難な
事例もあったが、地域医療連携部ができ、適切に対応して
くれることで状況は改善している。千葉県ではハード、ソ
フトともに医療資源は必ずしも十分ではなく、分布にも大
きな偏りがあり、今後の改善に努めて行きたい。

（呼吸器内科科長・栗山喬之）

　

大
学
病
院
は
、
一
般
の
病
院
で
行
わ
れ
て
い
る
医
療

に
加
え
、
新
し
い
診
断
法
や
治
療
法
を
研
究
し
開
発
す

る
こ
と
、
さ
ら
に
次
世
代
を
担
う
優
れ
た
医
師
、
医
療

従
事
者
を
育
成
し
て
い
く
使
命
を
負
っ
て
い
ま
す
。

　

医
療
改
革
の
一
環
で〈
国
立
大
学
法
人
〉と
し
て
歩
む

今
日
、
千
葉
大
学
医
学
部
附
属
病
院
と
い
た
し
ま
し
て

も
、
自
主
自
立
を
基
本
理
念
に
競
争
原
理
の
導
入
や
、

経
営
体
制
の
透
明
性
を
確
立
す
る
一
方
、
何
よ
り
も
患

者
の
皆
さ
ま
と
そ
の
ご
家
族
に
満
足
い
た
だ
け
る
質
の

高
い
医
療
の
提
供
を
め
ざ
し
、
日
々
努
力
を
重
ね
て
お

り
ま
す
。

　

平
成
15
年
度
か
ら
始
め
た
電
子
カ
ル
テ
の
導
入
、
16

年
度
ス
タ
ー
ト
の
診
療
科
の
再
編
成
、
そ
し
て
今
年
度

中
に
完
成
予
定
の
新
病
棟
の
建
設
も
、
大
学
病
院
の
役

割
も
果
た
し
つ
つ
時
代
の
要
請
に
応
え
て
い
く
一
環
で

あ
り
ま
す
。

　

特
に
、
今
日
の
医
療
機
関
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

は
、
質
の
高
い
医
療
技
術
の
提
供
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ

れ
ぞ
れ
の
患
者
さ
ん
の
悩
み
、
苦
し
み
を
わ
が
も
の
と

し
て
病
気
に
立
ち
向
か
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

私
ど
も
千
葉
大
学
医
学
部
附
属
病
院
は〈
患
者
の
皆

さ
ん
と
共
に
歩
む
病
院
〉を
め
ざ
し
て
お
り
、
本
紙
に

つ
き
ま
し
て
も
、
医
師
・
看
護
師
を
は
じ
め
と
し
た
病

院
関
係
者
と
患
者
さ
ん
と
そ
の
ご
家
族
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
紙
と
す
べ
く
発
行
す
る
も
の
で
す
。

　

ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ
き
、
ご
意
見
、
ご
要
望
、
ご
提
案

な
ど
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

も
の
で
す
。

　

審
査
項
目
は
、「
第
１
領
域
‐
病

院
組
織
の
運
営
と
地
域
に
お
け
る
役

割
」「
第
２
領
域
‐
患
者
の
権
利
と
安

全
確
保
の
体
制
」「
第
３
領
域
‐
療
養

環
境
と
患
者
サ
ー
ビ
ス
」「
第
４
領
域

‐
医
療
提
供
の
組
織
と
運
営
」「
第
５

領
域
‐
医
療
の
質
と
安
全
の
た
め
の

ケ
ア
プ
ロ
セ
ス
」「
第
６
領
域
‐
病
院

運
営
管
理
の
合
理
性
」「
第
７
領
域
‐

精
神
科
に
特
有
な
病
院
機
能
」に
区

分
さ
れ
、
５
７
９
も
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ

イ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
審
査
に
は
、「
書
類
審
査
」と

「
訪
問
審
査
」が
あ
り
、
特
に「
訪
問

審
査
」で
は
、
評
価
機
構
の
審
査
官

が
病
院
に
や
っ
て
き
て
、
関
係
者
で

あ
れ
ば
無
作
為
に
質
問
し
、
誰
も
が

そ
れ
に
的
確
に
答
え
ら
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
厳
し
さ
で
し
た
。

　

受
審
の
動
き
は
す
で
に
全
国
に
広

が
っ
て
お
り
、
当
院
も
約
一
年
間
を

か
け
て
数
々
の
院
内
改
革
を
行
い
平

成
19
年
２
月
に
受
審
、
今
回
の
成
果

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
専
門
的
な
第
三
者

機
関
の
認
定
を
受
け
た
医
療
機
関
と

し
て
、
患
者
の
方
々
や
そ
の
ご
家
族

か
ら
当
院
に
対
す
る
信
頼
感
も
一
層

高
ま
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
病
院
側

と
し
て
は
、
医
師
、
看
護
師
を
は
じ

め
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
、
安
全
・

安
心
、
快
適
な
医
療
、
施
設
、
患
者

サ
ー
ビ
ス
を
社
会
に
提
供
す
る
た

め
、
よ
り
一
層
の
努
力
が
求
め
ら
れ

て
お
り
ま
す
。

皆さんと共に歩む
病院をめざして

病院長 河野陽一

重要な医療
ネットワークの構築

コラム

http://www.ho.chiba-u.ac.jp/〒260-8677 千葉県千葉市中央区亥鼻1-8-1
TEL 043-222-7171（代表）千葉大学医学部附属病院

主
な
内
容

◦病院機能評価 Ver5.0に認定
◦患者さんと共に歩む病院をめざして　病院長 河野 陽一

◦新病棟、来年5月オープン
◦現病棟の改善整備を計画中

◦看護師・助産師募集！
◦＜薬剤部から＞お薬を安心して飲んでいただくために
◦Mini News

◦＜FREE TALK＞これからの附属病院の経営　病院長 河野 陽一

◦トピックス「麻疹から学ぶ」
◦＜亥鼻むかし・昔＞①　「亥鼻」と「猪鼻」

１面

２面

３面

4面

撮影：早坂　卓



2007年７月　第10号

［
既
存
病
棟
・
母
子
セ
ン
タ
ー
棟　

改
修
整
備
計
画
］

▼
年
次
計
画
▲

・
平
成
20
～
21
年
度
…
母
子
セ
ン
タ
ー
棟
の
改
修（
５
２
４
０
㎡
80
床
）

・
平
成
21
～
22
年
度
…
既
存
病
棟
の
改
修（
１
万
３
６
６
０
㎡　

３
６
８

床
）

▼
既
存
病
棟
・
母
子
セ
ン
タ
ー
棟
改
修
の
特
色
▲

・
患
者
療
養
環
境
を
向
上（
居
住
性
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
確
保
）さ
せ
る

た
め
、
病
床
を
個
室
・
４
床
室
に
再
構
成
す
る
。

・
差
額
病
室
に
シ
ャ
ワ
ー
、
ト
イ
レ
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
イ
ン

フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト
の
た
め
の
専
用
面
会
室
を
整
備
す
る
。

・
既
存
病
棟
に
は
、
主
に
外
科
系
診
療
科
を
配
置
し
、
４
階
を
集
中
治

療
フ
ロ
ア
と
し
て
Ｉ
Ｃ
Ｕ
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ
、
及
び
日
帰
り
手
術（
Ｄ
・
Ｓ
）

を
設
置
す
る
。　

▼
そ
の
他
の
整
備
計
画
▲

・
平
成
23
年
度
以
降
…
外
来
棟
及
び
中
央
診
療
棟
の
増
改
築

新病棟、来年５月オープン

目
標
は「
患
者
さ
ん
の
望
む
診
療
体
制
」

　

新
病
棟
と
は
別
に
、
現
病
棟
の
改
修
・
整
備
に
も
近
い
将
来
着
手

す
る
予
定
で
す
。
現
在
の
千
葉
大
学
医
学
部
附
属
病
院
は
、
昭
和

52
年
12
月
竣
工
、
昭
和
53
年
４
月
に
開
業
し
、
28
年
余
り
を
経
過
。

施
設
や
機
能
の
老
朽
化
が
目
立
ち
、
診
療
、
教
育
、
研
究
と
い
っ

た
大
学
病
院
の
目
的
を
達
成
す
る
に
は
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、
新
病
棟
の
建
設
を
急
ぐ
一
方
、
現
病
棟
や
母
子
セ

ン
タ
ー
棟
の
改
修
、
新
し
い
外
来
診
療
棟
の
建
設
、
中
央
診
療
棟
、

外
来
ホ
ー
ル
棟
、
外
来
診
療
棟
の
改
修
を
行
う
な
ど
、
新
し
い
視

点
に
立
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
現
在
進
行
中
で
す
。

　

こ
れ
が
実
現
す
れ
ば
、
入
院
患
者
の
方
々
の
ア
メ
ニ
テ
ィ
ー（
快

適
さ
）の
均
一
化
、
調
和
が
図
れ
ま
す
。
ま
た
教
育
、
臨
床
研
究
に

関
す
る
施
設
な
ど
に
つ
い
て
も
、
国
際
的
に
第
一
級
レ
ベ
ル
に
達

し
ま
す
。

▶ＢＣＲ〔bio clean room〕／無菌
室

▶ＩＣＵ〔intensive care unit〕／
重症患者を収容して、最も効果的
かつ集約的な治療を行うための
病室。酸素テントや人工呼吸器な
どのほか、観察用の各種のモニ
ターや記録装置を備え、医師・看
護師のチームにより常時診療・看
護が行われる。集中治療室。

▶ＣＣＵ 〔coronary-care unit〕／
重症心臓病患者の救命を目的と
した特殊・集約的な治療室。

▶D・S〔day surgery〕／手術当
日に来院してもらい、術後数時
間経過を観て問題が無ければ帰
宅可能。

・
患
者
さ
ん
の
居
住
性
や
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
を
確
保
す
る
た
め
、
病
床
を

個
室
・
４
床
室
に
構
成

・
差
額
病
室
に
シ
ャ
ワ
ー
、
ト
イ
レ

を
設
置

・
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト
の

た
め
の
専
用
面
会
室
の
設
置

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ペ
ー
ス
と
し

て
の
デ
イ
ル
ー
ム
の
設
置

●
現
病
棟
の
改
修
整
備
を
計
画
中

用語解説

・
臓
器
移
植
、
遺
伝
子
治
療
等
の
先

端
的
医
療
に
対
応
で
き
る
病
棟
配

置
・
感
染
症
防
止
と
高
度
医
療
を
集
中

管
理
す
る
感
染
病
床
の
再
配
置

・
特
殊
病
床（
Ｂ
Ｃ
Ｒ
）の
再
配
置

・
屋
上
に
救
急
へ
リ
ポ
ー
ト
を
設
置

・
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
室
等
の
教
育
研

究
ス
ペ
ー
ス
の
整
備
、
拡
充

・
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
の
充
分
な
教
育
ス

ペ
ー
ス
の
確
保

・
教
育
の
高
度
化
を
図
る
た
め
、
電

子
カ
ル
テ
な
ど
の
医
療
情
報
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
充
実

新病棟と連携、世界最高レベルの医療拠点に！

　

入
院
患
者
の
方
々
が
望
む
新
し
い
診
療
体
制
づ
く
り―

を
目
標
に
、
新
病

棟
の
建
設
工
事
が
既
存
病
棟
東
側
に
急
ピ
ッ
チ
で
進
行
中
。
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
11
階
建
て
、
延
べ
床
面
積
２
万
７
９
４
㎡
、
ベ
ッ
ド
数
３
８
７
床

で
、
こ
と
し
９
月
に
は
完
成
、
来
年
５
月
正
式
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　

新
病
棟
は
、
療
養
環
境
、
細
心
の
医
療
体
制
、
優
れ
た
人
材
育
成
な
ど
の

面
で
、
次
の
よ
う
な
特
色
を
持
っ
て
い
ま
す
。

患
者
さ
ん
の
た
め
の

療
養
環
境
の
改
善
・
整
備

先
端
医
療
の
た
め
の

診
療
体
制
の
改
善
・
整
備

優
れ
た
医
療
人
の
育
成
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看
護
師･

助
産
師
募
集
！

　

千
葉
大
学
医
学
部
附
属
病
院
で
は
、

２
０
０
８
年
５
月
の
新
病
棟
オ
ー
プ
ン

初診患者が開設以来１千人を突破！
●和漢診療科から
　現代医学的な診断治療と併行して和漢
薬治療を行うことにより、両方の長所を
引き出し、短所を補い合うことが可能で、

「和漢診療科」は西洋医学と和漢医療の融
合をめざし、取り組んでいます。
　2005年10月17日に千葉県の大学・公
立病院で最初の和漢診療科が開設されて、
約１年半が経ちましたが、2007年３月に
和漢診療科の初診患者さんが1000人を突
破しました。内訳をみると、北は北海道
から南は九州まで、広範囲にわたってい
ます。
　多くの患者さんに当科が支持されてい
るのを知り、このご期待に応えるべく教
授以下スタッフ一同、一層診療に励んで
まいります。

〈当科受診方法〉
　当科では、患者さん一人ひとりに十分

な診療時間を確保す
るため、完全予約制
をとっています。現
在も多くの方に予約
いただいていること
や再来の患者さんも
同時に増加している
ため、初診は約２ヵ月待ちとなっていま
す。大変ご迷惑をおかけしていますが、ご
理解のほどお願いいたします。
　受診を希望される方は、簡単な主訴・
病状および受診不都合な日程を書いた手
紙を下記までＦＡＸまたは郵便（80円切手
を貼った返信用の封筒を同封）にてお申し
込みください。折り返しご連絡いたしま
す。
〒260-8670　千葉市中央区亥鼻 1-8-1
千葉大学大学院医学研究院和漢診療学講
座予約係
fax０４３(２２６)２９８５

◆
薬
剤
師
が
く
わ
し
く
説
明
し
ま
す

　

当
院
の
薬
剤
師
は
、
外
来
の

患
者
さ
ん
に
対
し
て
は
病
院
一

階
の
お
薬
窓
口
で
、
ま
た
入
院

を
控
え
、「
７
人
の
患
者
さ
ん
に
１
人

の
看
護
師
体
制
」の
実
現
を
め
ざ
し
て
、

左
記
の
と
お
り
看
護
師
お
よ
び
助
産
師

を
募
集
し
ま
す
。

■
応
募
資
格
／
平
成
20
年
３
月
卒
業
見

込
み
で
、
看
護
師
・
助
産
師
免
許
取
得

見
込
み
の
あ
る
方
、
ま
た
は
す
で
に
免

許
を
取
得
さ
れ
て
い
る
方

■
求
人
数
／
約
１
５
０
名

■
採
用
予
定
日
／
平
成
20
年
４
月
１
日

就
職
説
明
会

〈
本
院
説
明
会
・
見
学
会
〉

・
第
１
回
／
平
成
19
年
８
月
６
日（
月
）

～
10
日（
金
）

・
第
２
回
／
平
成
19
年
８
月
20
日（
月
）

～
24
日（
金
）

患
者
さ
ん
に
対
し
て
は
、
ベ
ッ
ド
サ
イ

ド
に
出
向
い
て
お
薬
の
説
明
を
し
て
い

ま
す
。

◆
飲
み
方
、
効
能
、
副
作
用
の
情
報
も―

　

お
薬
は
、
病
状
に
合
わ
せ
て
変
わ
り

ま
す
。
薬
剤
師
は
、
お
薬
を
安
心
し
て

飲
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
そ
の
飲
み

方
、
効
能
、
副
作
用
な
ど
の
情
報
を
提

供
し
て
い
ま
す
。

　

説
明
に
は
、
写
真
入
り
の
お
薬
情
報

シ
ー
ト
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
使
い
、

で
き
る
だ
け
分
か
り
や
す
く
な
る
よ
う

工
夫
し
て
い
ま
す
。
も
し
、
他
の
病
院

か
ら
出
た
お
薬
、
薬
局
で
買
っ
て
飲
ま

れ
て
い
る
お
薬
や
健
康
食
品
な
ど
が
あ

る
場
合
は
、
飲
み
合
わ
せ
が
大
丈
夫
か
、

同
じ
お
薬
が
重
複
し
て
い
な
い
か
を
確

認
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
の
で
、
必
ず

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

◆
正
し
く
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認

　

薬
剤
師
は
、
医
師
、
看
護
師
と
連
携

を
取
り
な
が
ら
、
検
査
デ
ー
タ
や
体
の

調
子
か
ら
副
作
用
が
出
て
い
な
い
か
、

常
に
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
お
薬
が
正
し
く
使
わ
れ
る
よ

う
、
医
師
、
看
護
師
へ
も
、
お
薬
に
関

す
る
情
報
を
提
供
し
て
、
よ
り
安
全
・

安
心
な
薬
物
治
療
が
提
供
で
き
る
よ
う

に
努
め
て
い
ま
す
。

◆
入
院
さ
れ
る
際
は
、
お
薬
な
ど
を
ご
持

参
く
だ
さ
い

　

薬
剤
師
は
、
患
者
さ
ん
が
入
院
さ
れ

る
際
、
そ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
な
お
薬
を

飲
ま
れ
て
い
た
か
、
ま
た
現
在
飲
ま
れ

て
い
る
か
を
お
聞
き
し
ま
す
。

　

入
院
中
に
お
薬
を
安
全
に
使
う
た
め

に
は
、
入
院
前
に
飲
ん
で
い
て
、
入
院

時
に
持
参
さ
れ
た
お
薬
の
情
報
は
と
て

も
重
要
で
す
。
入
院
の
際
は
、
ぜ
ひ
薬

局
か
ら
も
ら
っ
た
お
薬
情
報
シ
ー
ト
、

お
薬
手
帳
な
ど
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

役所やデパートにも普及している救命機器

健診や相談など多彩な催し

●ＡＥＤって何ですか？
　ＡＥＤは、日本語で自動体外式除細動
器といいます。ＡＥＤを使用した心肺蘇

生法の実施は、突
然な心停止から生
還するために、大
変重要な役割を果
たします。その理
由は、突然な心停
止を起こす患者さ
んの多くに、心室
細動という命に関
わる不整脈があり
ます。この状態を
正常な脈に戻すた

めに、最も効果のあるのが除細動器を早
期に使用することだからです。
　千葉大学病院では、一人でも多くの患
者さんを救命したいという願いから、病
院内にＡＥＤを多数設置すると同時に、
すべての職員が心肺蘇生法の講習を受講
しています。
　近年、多くのデパートや公共機関にも
ＡＥＤが設置されています。ＡＥＤの使
用は、医療従事者だけでなく、一般の方
も消防署が行っている数時間の簡単な訓
練で使い方を習得できます。ぜひ、心肺
蘇生法を習得してください。あなたの
ちょっとした勇気で、大切な命を救える
かもしれません。

●看護週間の取り組み
　毎年全国の看護師は、ナイチンゲール
の誕生日である５月12日を「看護の日」と
位置づけ、さまざまな取り組みを行って
います。当院でも、毎年看護相談や掲示
板などでＰＲし、患者さんにも参加して
いただいています。
　今年は、「メタボリックシンドローム」
をテーマに、血圧・体脂肪・腹囲測定と
看護相談の実施、ＩＣＵスタッフによる
一次救命処置の指導と体験等行いました。

介 護 用 品
の 展 示 も
あ り、 参
加 さ れ た
約80名 の
方 々 は 興
味 深 そ う
に 見 学 し
ていました。会場では「こんな相談にも
乗ってくれるんですね」や「看護師は病棟
だけで働いているのかと思った」などの言
葉をいただきました。

●院内コンサート
　入院や外来の患者の皆さんに、憩いの
ひとときをお届けするため千葉大学病院
では、年に３、４回の「院内コンサート」
を外来ホールで開いています。
　クラシックおよびセミクラシックを中
心に合唱、歌曲、合奏、独奏など季節ご
とに趣向を凝らしたプログラムが好評。
時には琴の演奏もあります。
　さる７月24日の「サマーコンサート」で
は、ショパンの『ノクターン』をはじめ、

『エリーゼのために』や独唱の『四季の歌』

などの名曲を約１時間演奏、美しい旋律
が会場を埋めた方々をひととき夢の世界
にいざないました。
＊ボランティアでピアノの演奏をしてい
ただける方、随時募集しています。ご応
募は地域医療連携部　電話／０４３（２２
６）２６３２まで。

入院、外来の患者さんに
憩いのひとときを

〈
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
〉

実
際
の
看
護
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

・
第
１
回
／
平
成
19
年
８
月
20
日（
月
）

～
24
日（
金
）

・
第
２
回
／
平
成
19
年
９
月
３
日（
月
）

～
７
日（
金
）

※
ご
希
望
の
方
は
①
お
名
前
②
学
校
名

③
学
年
④
説
明
会
の
参
加
希
望
日
⑤
連

絡
先
を
ご
記
入
の
う
え
開
始
日
の
７
日

前
ま
で
に
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
な
お
、
遠
方
の
方
に
は
宿
泊
の

お
世
話
も
い
た
し
ま
す
。

M
ail:kango@

office.chiba-u.jp

■
お
問
い
合
わ
せ
／
総
務
課
人
事
係　

☎ 

０
４
３（
２
２
２
）７
１
７
１（
内
線

６
０
２
０
）ま
た
は
看
護
部
副
看
護
部

長
室　

☎
０
４
３（
２
２
２
）７
１
７
１

（
内
線
６
５
１
９
）

http://www.ho.chiba-u.ac.jp/recruit.htm
l

お薬を安心して飲んで
いただくために

〈薬剤部から〉



トピックス

千葉大学病院 2007年７月　第10号千葉大学病院ニュース

　麻疹は子供の病気。日本は感染症が少ないきれいな国。この２つ
の幻想を打ち砕いたのが、今年の麻疹流行ではないかと思います。
　今年の流行は20歳代前半が中心で、小児患者数は例年とほとんど
変わりません。その理由として、①この世代はワクチン接種が幼児
期の１回のみで抗体獲得が不十分、②自然罹患が減ったことで免疫
増強効果が減少した—の２点が考えられます。
　海外ではワクチンを２回接種しており、日本でも２００６年から
乳幼児に２回接種し、さらに対象年齢の拡大を検討しています。そ
れ以外の人は、次の流行に備えて抗体価を測定し、低下していれば
ワクチン接種をしておくこと、この機会に麻疹以外の疾患（水ぼうそ
う、おたふく風邪、風疹）についてもワクチン接種歴を確認しておく
ことをお勧めします。

基
本
は「
診
療
」「
教
育
」｢

研
究｣

　

今
年
４
月
よ
り
病
院
長
を
拝
命
し
ま
し
た
。
大

学
病
院
は
い
ま
、
運
営
の
理
念
を
見
直
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
大
き
な
変
動
期
を
迎
え
て
い
ま

す
。
そ
の
一
つ
は
国
立
大
学
法
人
化
で
あ
り
、
も

う
一
つ
は
卒
後
臨
床
研
修
の
必
修
化
で
す
。
大
学

附
属
病
院
は（
１
）学
生
お
よ
び
研
修
医
に
対
す
る

臨
床
医
学
教
育（
２
）高
度
先
進
医
療
の
研
究
・
開

発（
３
）特
定
機
能
病
院
と
し
て
の
高
度
医
療
の
提

供（
４
）地
域
医
療
に
お
け
る
中
核
病
院
と
し
て
の

“
母
船
的
役
割
”と
い
っ
た
機
能
を
担
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
ら
の
附
属
病
院
の
特
性
・
役
割
は
、
直
接

病
院
の
収
益
に
結
び
つ
く
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
時
代
の
要
請
は
、
収
益
性
を
も
求
め
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
は
、
機
能
の
効
率
化
を
含
め
た
経
営

体
質
の
改
善
、
診
療
体
制
の
再
編
な
ど
に
よ
り
、

課
題
は
解
決
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
年
、
病
院
の
基
本
的
な
役
割
や
安
全
性
、
機

能
を
専
門
機
関
の「
日
本
医
療
機
能
評
価
機
構
」が

チ
ェ
ッ
ク
す
る「
病
院
機
能
評
価V

er.5
.0

」に
認

定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
高
度
で
安
心
し
て
受

け
ら
れ
る
医
療
体
制
で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
た

わ
け
で
、
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
も“
朗
報
”と
い
え

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
先
端
医
療

の
開
発
の
た
め
、
現
在
建
設
中
の
新
病
棟
に「
未

来
開
拓
セ
ン
タ
ー
」の
開
設
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

医
師
、看
護
師
の
確
保
、育
成
も
使
命

　

も
う
一
つ
の
役
割
と
し
て
、「
医
師
と
看
護
師

の
確
保
」が
あ
り
ま
す
。
医
師
の
確
保
は
、
当
病

院
の
み
で
解
決
で
き
る
問
題
で
は
な
く〈
千
葉
県

の
地
域
医
療
〉の
視
点
か
ら
、
各
自
治
体
や
地
域

病
院
と
の
協
力
体
制
を
築
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

看
護
師
の
確
保
も
、
す
で
に
私
ど
も
は「
看
護

師
確
保
対
策
室
」を
設
置
し
て
い
ま
す
が
、
さ
ら

に
卒
後
研
修
の
充
実
と
合
わ
せ
、
総
合
医
療
教
育

研
修
セ
ン
タ
ー
が
よ
り
緊
密
に
か
か
わ
る
こ
と
も

必
要
で
し
ょ
う
。

　

千
葉
大
学
附
属
病
院
の
理
念
は「
患
者
さ
ん
と

共
に
歩
む
病
院
」で
す
。
幸
い
千
葉
大
学
病
院
に

は
、
豊
か
な
自
然
環
境
が
あ
り
ま
す
。
病
気
を
抱

え
た
患
者
さ
ん
が
、
緑
に
囲
ま
れ
た
病
室
で
安
心

し
て
療
養
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
高
度
な
医
療
と

心
の
こ
も
っ
た
接
遇
、
安
ら
ぎ
の
環
境
を
提
供
し

て
い
き
た
い
と
念
願
し
て
い
ま
す
。

自
転
車
で
往
診
す
る
叔
父
を
見
て

　

当
病
院
の
前
身
は
明
治
７
年
、
千
葉
、
登
戸
、

寒
川
地
区
の
住
民
有
志
が
資
金
を
出
し
合
い
、
地

域
医
療
の
拠
点
と
し
て
設
立
し
た「
共
立
病
院
」で

す
。
私
は
そ
の
精
神
を
受
け
継
ぎ
、
よ
り
よ
い
医

療
を
地
域
社
会
に
提
供
す
る
こ
と
が
使
命
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
私
が
医
師
を
志
し
た
の
も
、
高
校
生
の

頃
、
親
戚
に
小
児
科
医
の
叔
父
が
い
て
、
自
転
車

に
飛
び
乗
っ
て
は
地
域
住
民
の
往
診
に
駆
け
回
っ

て
い
た
姿
に
、
尊
い
も
の
を
感
じ
た
こ
と
が
き
っ

か
け
で
し
た
。
ど
れ
ほ
ど
組
織
や
施
設
が
大
き
く

な
ろ
う
と
、
や
は
り
基
本
は「
地
域
の
人
々
の
病

気
を
そ
の
人
の
身
に
な
っ
て
治
す
こ
と
」で
あ
る

と
肝
に
銘
じ
、
こ
れ
か
ら
の
病
院
経
営
に
取
り
組

む
決
意
で
お
り
ま
す
。

　

千
葉
市
の「
い
の
は
な
」と

い
う
地
名
を
聞
く
と
、「
亥

鼻
」の
他
に「
猪
鼻
」の
字
を
思

い
浮
か
べ
る
人
も
多
い
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
１
９
７

３
年
の
住
居
表
示
施
行
の
時
、

「
い
の
は
な
」は「
亥
鼻
１
、
２
、

３
丁
目
」と
な
っ
た
が
、
松
戸

市
の
本
土
寺
に
伝
わ
る
過
去

帳
や
、
鎌
倉
幕
府
に
つ
い
て

書
か
れ
た
吾
妻
鏡
な
ど
に
は
、

「
井
花
」「
猪
鼻
」「
湯
花
」な
ど
と

記
さ
れ
て
い
る
。

　

い
ろ
い
ろ
な
説
が
あ
る
が
、

亥
鼻
１
丁
目
に
あ
る
千
葉

市
立
郷
土
博
物
館
は
、
源
頼

朝
の
鎌
倉
幕
府
創
設
に
尽
力

し
た
千
葉
常つ
ね
た
ね胤

の
父
・
千
葉

常つ
ね
し
げ重
に
よ
っ
て
築
城
さ
れ
た

猪
鼻
城
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
に

病
院
長河

野　

陽
一

F R E E      T A L Kフリートーク〈これからの大学病院の経営〉

❶「亥鼻」と「猪鼻」

お茶の水の坂の途中に
ある「猪鼻城阯」の石碑

域
、
現
在
の
附
属
病
院
敷
地

は
矢
作
町
域
で
あ
っ
た
が
、

亥
鼻
１
丁
目
に
編
入
さ
れ
た
。

　
「
い
の
は
な
」の
語
源
は
、

千
葉
市
の
平
野
部
に
突
き
出

し
た
台
地
の
形
に
よ
る
と
考

え
ら
れ
る
が
、「
井
花
」「
湯
花
」

と
い
う
書
き
方
に
関
連
し
て
、

台
地
の
下
の
湧
水
に「
お
茶
の

水
伝
説
」が
残
っ
て
い
る
。

（
妙
見
信
仰
研
究
家
・
宮
原
さ

つ
き
）

建
て
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い

る
。
周
辺
は
、
桜
の
名
所
と

し
て
知
ら
れ
る
公
園
と
し
て

整
備
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

一
角
に「
猪
鼻
城
阯
」と
書
か

れ
た
石
碑
が
あ
る
。

　

亥
鼻
１
、
２
、
３
丁
目
と

な
る
に
際
し
て
、
亀
岡
町
、

矢
作
町
、
市
場
町
と
町
の
境

界
が
変
更
さ
れ
て
い
る
。
ち

な
み
に
、
千
葉
大
学
医
学
部

の
運
動
場
北
半
分
は
亀
井
町

経
営
シ
ス
テ
ム
の
改
革
、
大
胆
に
進
め
て

「麻疹流行から学ぶ」
２回接種で予防

　千葉大学病院ニュースの発刊から 4 年目、第 10 号を迎えたの
を機に、紙面を一新しました。これまでは病院スタッフが手作業
で編集に当たっていましたが、この号から千葉日報社に編集をお

手伝い頂いています。私達がお知らせしたい情報より、皆さんがお知りになり
たい情報を判りやすく、見やすくお伝えすることを何より大切にしていきます。
　医療は、私たちスタッフと患者さんとの共同作業です。私たちが一方的に情
報をお伝えするのではなく、患者の皆さんが必要な情報を手に入れて、それを
もとにご自分の病気やそれに対する治療を私たちと一緒に考え、進めていくこ
とが、良い結果への近道と思います。
　皆さんがそれぞれにお持ちの疑問に、細かくお答えすることは紙面の都合上
できませんが、千葉大学病院をご理解いただくことで、病気でお悩みの皆さん
のお役に立てることを願っています。

（山本修一、副病院長・広報委員長・眼科科長）

あとがき




